
当院にてインプラント治療を受けられた患者様へ

この度、 東京歯科大学口腔インプラント科において下記の内容にて研究を行うこととなりました。 本

書面をごー読いただき、 本研究の趣旨、 内容をご理解いただけましたら、 是非ご協力いただきますよう

お願い申し上げます。

1. 研究課題名

フルア ーチ固定性インプラント上部構造（アーチ型に連結されたインプラントの被せ物）

の長期予後調査

: 2006 年 4 月-2021 年 1 月

2. 研究目的

東京歯科大学水道橋病院口腔インプラント科、 千葉歯科医療センター ロ腔インプラント科を受診し

た患者様における、 フルア ーチ固定性インプラント上部構造（ア ーチ型に連結されたインプラントの被

せ物）の長期予後を調査することを目的としています。

3. 研究方法

調査の対象となるのは、 東京歯科大学水道橋病院口腔インプラント科、 千葉歯科医療センター ロ腔

インプラント科を 2006 年 4 月 -2021 年 1 月まで受診し、 連続 14 歯以上の欠損部位に行ったインプラ

ント治療を受けられた方です。 長期的な予後を評価することで、 フルア ーチ固定性インプラント上部構

造（ア ーチ型に連結されたインプラントの被せ物）を用いたインプラント治療のガイドラインの確立に

寄与できると考えられます。

4. 研究期間

本研究の研究期間は、 2021年3月19日~2026年3月31日です。

5. 個人情報等の取り扱い

個人識別情報の管理は、 情報管理責任者がその保管場所に厳重に保管いたします。 またデ ータ解析

に使用した情報、 資料は研究責任者が5年間保管した後、 廃棄いたします。

6. 研究に関する情報公開の方法

研究結果は、 日本口腔インプラント学会または日本補綴歯科学会等で報告するとともに、 海外雑誌

への論文投稿を予定しています。 個人情報の管理は、 上記のとおり厳重に行い、 識別されることはあり

ません。

7. 研究協力者に生じる負担並びに予測されるリスク及び利益

検査項目は、 通常のインプラント治療にて行う検査項目ですので、 新たに生じる負担、 リスク、 不
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